
３
回
、
唯
一
の
打
点
を
挙
げ
た
嘉
数
駿 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

   

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第
三
節
目
の
相
手
は
好
投

手
・
藤
岡
貴
裕(

４
年
＝
桐
生
一)

を
擁
す
る
東
洋
大
。
試
合
は
３
回

に
嘉
数
駿(

政
４)

の
左
前
適
時

打
で
追
い
付
く
が
５
回
に
勝
ち

越
さ
れ
、
６
回
に
も
１
点
を
失
い

試
合
を
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
打
線

は
終
盤
３
回
で
８
三
振
と
相
手

投
手
の
前
に
完
全
に
抑
え
込
ま

れ
、
黒
星
を
喫
し
た
。 

 

く
る
と
、
嘉
数
駿
が
左
前
適
時
打

を
放
ち
、
同
点
に
追
い
付
い
た
。

今
季
２
度
目
の
ス
タ
メ
ン
で
リ
ー

グ
屈
指
の
好
投
手
・
藤
岡
か
ら
値

千
金
と
な
る
適
時
打
に
「
積
極
的

に
い
っ
た
。
振
り
切
れ
た
の
が
良

か
っ
た
」
と
自
身
の
一
打
に
笑
顔

を
見
せ
た
。 

こ
の
一
打
で
勢
い
づ
き
た
か
っ

た
が
、
４
回
以
降
は
３
安
打
と
沈

黙
。
さ
ら
に
終
盤
３
回
は
８
三
振

と
完
全
に
抑
え
込
ま
れ
、
反
撃
の

糸
口
す
ら
つ
か
め
な
か
っ
た
。 

 

小
椋
正
博
監
督
は
「（
藤
岡
は
）

や
っ
ぱ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
質
が
違

う
」
と
話
す
と
同
時
に
「
フ
ォ
ア

ボ
ー
ル
を
出
さ
な
い
」
と
駒
大
投

手
陣
と
の
違
い
も
指
摘
し
た
。 

明
日
は
投
手
陣
の
出
来
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
打
線
が
火
を
吹
く
の

か
も
カ
ギ
と
な
る
。 

 

[駒 大]  打安点 

④小 林  ４１０ 

⑧嘉数駿  ３２１ 

⑥ 岡   ４００ 

⑤白崎浩  ４００ 

⑨友 滝  ３００ 

PH 平 川  １００ 

⑦山 下  ２００ 

DH 江 越  ３００ 

②戸 柱  ３２０ 

③増 本  １００ 

PH 奥 野  １１０ 

PR 松 尾  ０００ 

３下 川  ０００ 

 計 29６１ 

 

▽二塁打＝戸柱 

 

     回   打安責 

●白崎勇 ５   24６３ 

 栗 林   1/3 ３００ 

 小 倉 １ 2/3 ７１０ 

 竹 野 １   ３００ 

 木 村 １   ５１０ 

東洋大 ０１０ ０２１ ０００ ４ 

駒 大 ００１ ０００ ０００ １ 

11 年春季リーグ 

第４週・４月 26日 

０勝１敗 
 

写
真
＝
橋
本
圭
史 

丸
山
翔
太 

水
出
綾
香 

文
＝
野
木
聡
介 

初登板ながら三者凡退に抑えた竹野 

両
チ
ー
ム
の
先
発
は
今
秋

の
ド
ラ
フ
ト
候
補
と
い
う
こ

と
も
あ
り
注
目
が
集
ま
る
一

戦
と
な
っ
た
が
、
先
発
・
白
崎

勇
気(

営
４)

は
５
回
で
降
板
。

「
１
部
復
帰
即
優
勝
」
の
た
め

の
天
王
山
と
な
る
試
合
で
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。 

同
点
で
迎
え
た
５
回
、
連
打

と
四
球
で
１
死
満
塁
の
危
機

を
招
く
と
４
番
打
者
に
先
制

の
中
前
適
時
打
を
浴
び
た
。
さ

ら
に
左
犠
飛
で
追
加
さ
れ
２

点
差
。
エ
ー
ス
は
５
回
を
投

げ
、
被
安
打
６
、
死
四
球
３
と

抑
え
ら
れ
ず
、
６
回
か
ら
は
他

の
投
手
に
マ
ウ
ン
ド
を
譲
っ

た
。
今
季
初
と
な
る
降
板
で

「
相
手
が
藤
岡
く
ん
と
い
う

こ
と
で
、
な
か
な
か
点
は
や
れ

な
い
と
い
う
意
識
だ
っ
た
」
と

自
身
の
投
球
を
悔
や
ん
だ
。 

 

一
方
の
打
線
は
３
回
に
２

死
三
塁
と
同
点
の
好
機
を
つ

く 

５回終了後、苦い表情を浮かべ、

ベンチに下がる白崎勇 

 初回、好機で三振に倒れた白崎浩 


